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様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 熊本県立大学 
設置者名 公立大学法人熊本県立大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

文学部 

日本語日本文学科 
夜 ・

通信 

16 

6 

0 22 13  

英語英米文学科 
夜 ・

通信 
0 22 13  

環境共生学部 

環境共生学科 

環境資源学専攻 

夜 ・

通信 

0 

2 18 13  

環境共生学科 

居住環境学専攻 

夜 ・

通信 
11 27 13  

環境共生学科 

食健康環境学専攻 

夜 ・

通信 
19 35 13  

総合管理学部 総合管理学科 
夜 ・

通信 
- 30 46 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
大学ホームページ 

（http://www.pu-kumamoto.ac.jp/kyoumu/PUK_syllabus/index.html） 

及びシラバスに掲載 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 該当なし 

（困難である理由） 

 

  

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/kyoumu/PUK_syllabus/index.html
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様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 熊本県立大学 
設置者名 公立大学法人熊本県立大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
大学ホームページ（http://www.pu-kumamoto.ac.jp/about/corporation/rijikai.php） 

及び『大学概要 2020』に掲載。 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 

日本貿易振興機構（ジェ

トロ）アジア経済研究所

所長 

４年 

(2018.4.1～

2022.3.31) 

職務：法人を代表

し、業務を総理 

役割：これまでの

経験とグローバル

化の視点を活かし

た法人運営 

非常勤 
株式会社テレビ熊本代

表取締役会長 

４年 

(2018.4.1～

2022.3.31） 

職務：理事長及び

副理事長を補佐し

て法人の業務を掌

理 

役割：地元企業の

経営者としての立

場から、大学の経

営に関与すること 

（備考） 

 

  

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/about/corporation/rijikai.php
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 熊本県立大学 

設置者名 公立大学法人熊本県立大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

前年秋の教務委員会にて事務局から各学部等に次年度の授業計画（シラバス）作成

について周知を行い、各授業科目の担当教員が授業計画（シラバス）を作成している。

授業計画（シラバス）は、「概要」、「到達目標」、「履修上の注意」、「授業計画」、「予習

復習について」、「使用教材」、「参考文献」、「単位認定の方法」、「成績評価基準」の項

目により構成されており、授業計画（シラバス）作成要領に基づき、シラバス点検チ

ェックリストを活用し、記載内容等の点検を適宜実施し、校正等を行ったうえで、全

学共通、文学部、環境共生学部、総合管理学部毎に各授業計画（シラバス）の冊子を

作成するとともにホームページ等で４月上旬に公表している。 

 

授業計画書の公表方法 

大学ホームページに掲載 

http://www.pu-

kumamoto.ac.jp/kyoumu/PUK_syllabus/index.html 

冊子は、オリエンテーション等で新入生等に配布するとと

もに、学内に設置しだれもが自由に閲覧できるようにして

いる。 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

授業科目の成績は、秀、優、良又は可を合格としており授業計画（シラバス）に記載

した「単位認定の方法」や「成績評価基準」に基づき定期試験、小テスト、レポート

等といった方法により次の５段階に評価している。 

 

秀 100点 ～ 90点 

合格 
優 89点 ～ 80点 

良 79点 ～ 70点 

可 69点 ～ 60点 

不可 59点以下 不合格 
 

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/kyoumu/PUK_syllabus/index.html
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/kyoumu/PUK_syllabus/index.html
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３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

ＧＰＡ制度を適用しており、授業科目毎の「秀、優、良、可、不可」の５段階の成

績評価とは別に、 授業科目毎の成績評価（試験の得点、得点は 100点満点）に対し下

記の計算式に基づきポイントを付与し、1 単位当たりの平均を算出し、5 点満点で表

記している。 

 また、学期毎に各学部の学年毎にＧＰＡ成績分布を表す資料を作成し、各学部で分

布状況を把握している。 

 

※計算式 

  科目毎ＧＰ＝(得点－５０)／１０(ただし、得点が５０以下のときは０とする。) 

  

          ［(履修登録科目の単位数)×(科目毎ＧＰ)］の総和 

  学期毎ＧＰＡ＝ ―――――――――――――――――――――――― 

              （履修登録科目の単位数）の総和 

  

         ［(入学後の履修登録科目の単位数)×(科目毎ＧＰ)］の総和 

  累積ＧＰＡ＝ ――――――――――――――――――――――――――― 

            （入学後の履修登録科目の単位数）の総和 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

大学ホームページに掲載 

http://www.pu-

kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

ディプロマポリシーを定めており、４年以上在学し、学部の理念及び教育研究上の目

的に沿って設定した授業科目を履修して、学部において定める所定の単位数を修得し

た学生に学位を授与することにしており、学則に基づき各学部教授会の議を経て学長

が卒業を認定している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

大学ホームページに掲載 

http://www.pu-

kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php 
 

  

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 熊本県立大学 

設置者名 公立大学法人熊本県立大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
大学ホームページに掲載 

http://www.pu-

kumamoto.ac.jp/about/finance/zaimusyohyo.php 

収支計算書又は損益計算書 
大学ホームページに掲載 

http://www.pu-

kumamoto.ac.jp/about/finance/zaimusyohyo.php 

財産目録 － 

事業報告書 
大学ホームページに掲載 

http://www.pu-

kumamoto.ac.jp/about/finance/zaimusyohyo.php 

監事による監査報告（書） 
大学ホームページに掲載 

http://www.pu-

kumamoto.ac.jp/about/finance/zaimusyohyo.php 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：令和２年度計画  対象年度：令和２年度 ） 

公表方法：大学ホームページに掲載 

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/about/plan/chuki_keikaku.php 

中長期計画（名称：第３期中期計画  対象年度：H30～H35（R5）年度まで ） 

公表方法：大学ホームページに掲載 

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/about/plan/chuki_keikaku.php 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：大学ホームページに掲載 

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/about/plan/tenken-hyouka/tenken-

hyoka_jikotenken.php 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：大学ホームページに掲載 

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/about/plan/tenken-hyouka/tenken-hyoka_ninsyo.php 

 

  

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/about/finance/zaimusyohyo.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/about/finance/zaimusyohyo.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/about/finance/zaimusyohyo.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/about/finance/zaimusyohyo.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/about/finance/zaimusyohyo.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/about/finance/zaimusyohyo.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/about/finance/zaimusyohyo.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/about/finance/zaimusyohyo.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/about/plan/chuki_keikaku.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/about/plan/chuki_keikaku.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/about/plan/tenken-hyouka/tenken-hyoka_jikotenken.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/about/plan/tenken-hyouka/tenken-hyoka_jikotenken.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/about/plan/tenken-hyouka/tenken-hyoka_ninsyo.php
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（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 文学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php） 

（概要） 

文学部は、言語、文学、歴史、思想等に亘る人文的教養の基礎に立ち、日本語、日

本文学、日本語教育、あるいは英語、英米文学、英語教育を専門的に教育・研究する

ことを目的とする。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php） 

（概要） 

ディプロマポリシーを定めており、４年以上在学し、学部の理念及び教育研究上の

目的に沿って設定した授業科目を履修して、学部において定める所定の単位数を修得

した学生に学位を授与することにしており、学則に基づき教授会の議を経て学長が卒

業を認定している。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php） 

（概要） 

４年間を通じて、文学・言語を中心とした人文学の基礎的知識を身につけ、併せて

全学共通科目及び学部共通科目により総合的な素養を身につけることで、幅広い知見

と判断力を養い、広く多角的に物事をとらえ思考できるよう、カリキュラムを編成す

る。 

 なお、学位授与方針（ディプロマポリシー）に掲げる資質・能力の修得状況を、学部

において把握し、それに基づいて、学部の各教育課程における学修成果を以下のよう

に評価する。 

・授業の単位認定は、「シラバス」に定める成績評価基準により担当教員が行う。 

・授業の学修成果は、「シラバス」に定める成績評価基準と学生自身の自己評価に基

づいて評価する。 

・学部としての学修成果は、個々の授業における学修成果の集計と学生の学修状況に

基づき、各学科と学部独自の評価方法を加味し、総合的に評価する。 

・専門教育の到達は、各学科の学位授与方針（ディプロマポリシー）に基づく評価表

等を用いた卒業論文評価により確認する。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php） 

（概要） 

 文学部では、日本の文学や英語圏の文学を深く理解したい、そして、より広い世界

の文学、言語、歴史、思想を学んでみたい、このような問題意識や希望を持つ人に応

え、ことばと人間に関心を持ち、意欲をもって探究のできる学生を求めている。 

 入学者の選抜に際しては、一般入試及び特別選抜を通じて、知識、思考力、表現力、

意欲等、多角的な観点から、本学部での学修において求められる資質や能力について、

総合的に測るものとする。 

 

 

 

 

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php
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学部等名 環境共生学部  

教育研究上の目的 
（公表方法：http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php） 
（概要） 

環境共生学部は、環境共生に係わる諸問題を総合的に捉え、人間活動を支える場と

しての豊かな自然を保全しつつ、持続的に利用し、地域住民の快適で健康な生活を確

保する方策を追求し、地域の発展と人間福祉の向上をめざすことを理念とし、自然環

境と人間活動との共生のあり方について教育・研究することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針 
（公表方法：http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php） 
（概要） 

ディプロマポリシーを定めており、４年以上在学し、学部の理念及び教育研究上の
目的に沿って設定した授業科目を履修して、学部において定める所定の単位数を修得
した学生に学位を授与することにしており、学則に基づき教授会の議を経て学長が卒
業を認定している。 
教育課程の編成及び実施に関する方針 
（公表方法：http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php） 

（概要） 

１ 教育課程の編成 
・自然と人間が共生していく際の諸問題を総合的に捉え、その方策を追求し、地域の
発展と人間福祉の向上を目指すことを理念とし、環境共生学科のもと、３専攻を設
ける。 

・全学共通教育に加え専門科目として、｛導入科目」、「基礎科目」、「展開科目」 
を体系的に配置する。 

２ 教育方法 
・教育目標の達成に向け、各科目において、適切な形態を採って授業を展開する。ま 
た、能動的学修を適切に組み込んで行う。 

・授業時間外の学修時間を確保し、単位の実質化を図る。 
・本学の理念の一つである「地域性の重視」の教育面での取組として、環境共生の立 
場から地域を素材とした教育を行う。 

３ 学修成果の評価 
 学位授与方針（ディプロマポリシー）に掲げる資質・能力の修得状況を、学部にお 
いて把握し、それに基づいて、学部の教育課程における学修成果を評価する。 
・授業の単位認定は、「シラバス」に定める成績評価基準により担当教員が行う。 
・授業の学修成果は、「シラバス」に定める成績評価基準と学生自身の自己評価に基 

づいて評価する。 
学部としての学修成果は、個々の授業における学修成果の集計と学生の学修状況に 

基づき、学部独自の評価方法を加味し、総合的に評価する。 
専門教育の到達は、各専攻の学位授与方針（ディプロマポリシー）に基づく評価表

等を用いた卒業論文評価により確認する。 
入学者の受入れに関する方針 
（公表方法：http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php） 
（概要） 

 環境共生学部は、①環境共生学にかかわる様々な課題に関心を持つ人、②科学的、

論理的思考能力を有している人、③高等学校における教科に関してバランスのとれた

基礎学力を有している人、④理科の科目について十分な学力を有している人、⑤英語

について幅広い素養を備えている人を、求める学生としている。 

入学者の選抜に際しては、一般入試を中心に、特別選抜をあわせて実施し、多様な

方法で多面的な選抜を行う。一般入試ではセンター試験と個別学力試験により、高等

学校における基礎学力、理科、英語の能力を評価する。特別選抜では環境共生にかか

わる課題に対する関心と理解を小論文及び面接により評価する。 

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php
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学部等名 総合管理学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php） 

（概要） 

総合管理学部は、多様化、複雑化してきた社会の諸問題を、総合的に捉え、解決し

ていくため、社会学、行政学、社会福祉学、経営学、情報学などを統合・体系化した

総合管理（アドミニストレーション）学を専門的に教育・研究することを目的とす

る。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php） 

（概要） 

ディプロマポリシーを定めており、４年以上在学し、学部の理念及び教育研究上の目

的に沿って設定した授業科目を履修して、学部において定める所定の単位数を修得し

た学生に学位を授与することにしており、学則に基づき教授会の議を経て学長が卒業

を認定している。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php） 

（概要） 

１ 教育課程の編成 

 学位授与の方針で定めた人材を養成するため、次の方針に従って教育課程を編成す

る。 

（１）現代社会に相応しい市民性を涵養するための共通科目群と総合管理の理論と方 

法の修得のための専門科目群で教育課程を編成する。 

（２）専門科目群は、基礎総合管理科目、基幹科目、展開科目、専門演習、卒業論文を 

体系的に配置して編成する。 

２ 教育方法 

（１）教育目標の達成に向け、各科目において、適切な形態を採って授業を展開する 

とともに、能動的学修を適切に組み込んで行う。 

（２）学生の学修時間等の実態把握や授業計画の明確化、必要な授業時間の確保によ 

り、単位制度の実質化を図る。 

３ 学修成果の評価 

（１）授業の学修成果は、「シラバス」に定める成績評価基準と学生自身の自己評価に 

基づいて評価する。 

（２）学部としての学修成果は、個々の授業における学修成果の集計と学生の学修状 

況に基づき、総合的に評価する。 

（３）学修成果のとりまとめとなる卒業論文の評価は、学部で定める評価基準により 

行う。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php） 

（概要） 

 総合管理学部では、①社会の諸課題に興味を持ち、それを解決していこうとする意

欲と態度を備えている人、②課題解決のために、他者と協調的に活動していける人、

③課題を正しく把握するために、多様な視点で柔軟に考えていける人、④多様な知識

とスキルから成る総合管理を学ぶために、高校までの幅広い基礎学力を持っている人

を、求める学生としている。 

入学者の選抜に際しては、学部が求める学生を適正に選抜するため、「一般入試」、

「自己推薦型入試」、「特別選抜入試」において多角的な評価視点を取り入れた選抜方

法を実施する。 

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php
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②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ ２人 － ２人 

文学部 － ８人 ９人 ３人 ０人 ０人 ２０人 

環境共生学部 － １６人 １１人 ０人 ２人 １人 ３０人 

総合管理学部 － １６人 １８人 ２人 ０人 ０人 ３６人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

０人 １４７人 １４７人 

各教員の有する学位及び業

績（教員データベース等） 

公表方法：大学ホームページで公表 

http://www.pu-

kumamoto.ac.jp/site2010/php/researcher/researcher_info.php 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

教員の教育力の向上と授業内容・方法の改善を図るため、全学的及び学部学科・研究科の特性に応じた

組織的な FDに取り組んでいる。 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

文学部 90人 97人 107.8％ 360人 416人 115.6％ 0人 0人 

環境共生学部 110人 117人 106.4％ 440人 470人 106.8％ 0人 0人 

総合管理学部 280人 295人 105.4％ 1,120人 1,251人 111.7％ 0人 0人 

合計 480人 509人 106.0％ 1,920人 2,137人 111.3％ 0人 0人 

（備考） 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

文学部 
８９人 

（100％） 

８人 

（9.0％） 

５３人 

（59.6％） 

２８人 

（31.5％） 

環境共生学部 
９９人 

（100％） 

１２人 

（12.1％） 

８３人 

（83.8％） 

４人 

（4.0％） 

総合管理学部 
２８４人 

（100％） 

４人 

（1.4％） 

２４７人 

（87.0％） 

３３人 

（11.6％） 

合計 
４７２人 

（100％） 

２４人 

（5.1％） 

３８３人 

（81.1％） 

６５人 

（13.8％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

熊本県立大学大学院、肥後銀行、熊本赤十字病院、ＫＭバイオロジクス株式会社、熊本県 

（備考） 

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/site2010/php/researcher/researcher_info.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/site2010/php/researcher/researcher_info.php
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c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

文学部 
102人 

（100％） 

77人 

（  75.5％） 

19人 

（  18.6％） 

6人 

（  5.9％） 

0人 

（  0％） 

環境共生学部 
115人 

（100％） 

99人 

（  86.1％） 

9人 

（  7.8％） 

7人 

（   6.1％） 

0人 

（  0％） 

総合管理学部 
310人 

（100％） 

266人 

（  85.8％） 

37人 

（  11.9％） 

7人 

（  2.3％） 

0人 

（  0％） 

合計 
527人 

（100％） 

442人 

（  83.9％） 

65人 

（  12.3％） 

20人 

（  3.8％） 

0人 

（  0％） 

（備考） 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

各授業科目の担当教員が「概要」、「到達目標」、「履修上の注意」、「授業計画」、

「予習復習について」、「使用教材」、「参考文献」、「単位認定の方法」、「成績評価

基準」の項目により構成される授業計画（シラバス）を作成し、本授業計画（シラバス）

に基づき授業を行っている。 
 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

本学の授業科目の成績は、秀、優、良又は可を合格としており、年度当初に公開する授

業計画（シラバス）に記載した「単位認定の方法」や「成績評価基準」に基づき定期試験、

小テスト、レポート等といった方法により５段階に評価している。 

また、４年以上在学し、学部の理念及び教育研究上の目的に沿って設定した授業科目を

履修して、学部において定める所定の単位数を修得した学生に学位を授与することにして

おり、学則に基づき教授会の議を経て学長が卒業を認定している。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

文学部 
日本語日本文学科 １２５単位 有・無 －   単位 

英語英米文学科 １２５単位 有・無 －   単位 

環境共生学部 環境共生学科 １３６単位 有・無 －   単位 

総合管理学部 総合管理学科 １２７単位 有・無 －   単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法：－ 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法： 

http://www.pu-

kumamoto.ac.jp/education/program/enquete.php 

 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法： 

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/about/public/daigakuannai.php 

 

 

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/education/program/enquete.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/education/program/enquete.php
http://www.pu-kumamoto.ac.jp/about/public/daigakuannai.php
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⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

全学部 全学科 535,800円 

207,000円 

（県内） 
0円  

414,000円 

（県外） 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

保健センター配置の保健師２名が修学、生活、身体的、精神的相談を実施。 

学習や将来の進路など学生の様々な相談に対応するため、教員があらかじめ指定する時間

に、学生が研究室を訪問し、相談ができるオフィスアワー制度を実施。  

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

キャリアセンターに就職相談員３名を配置し、進路相談、履歴書等の添削、面接対策な

ど、きめ細やかな支援を行なっている。また、進路が決定した４年生が学生アドバイザーと

して、自身の経験を踏まえて後輩の相談に応じている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

「障がい・疾病のある学生への修学支援要領」に基づき、個別に障がいのある学生からの

相談を受け付け、必要に応じ、授業を受ける際の配慮事項等を記載した修学支援計画を作成

し、関係教員と共有を行なっている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php 

 

 

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/others/kyouikujouhou.php

